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研究成果の概要（和文）：　ムーブメント教育・療法の理論を用いた知的特別支援学校小学部1、2年生の体育の
授業実践を6回行った。その結果、自閉スペクトラム症（autism spectrum disorder以下ASD）の児童9名中7名に
MEPA-Rの言語、運動・感覚、社会性全ての分野に於いて評定の向上が複数みられた。残り2名についても担任の
授業記録や日常生活の記録には、友だちを模倣をする様子や手招きで友だちを誘う様子が記されていた。ASD児
の特徴である「非言語コミュニケーション」の力の向上につながったといえる。このことから、ムーブメント教
育・療法は、ASDの子ども達の社会性の発達を支援することが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Physical education classes for first and second grade students of an 
elementary school for intellectual special needs using the theory of movement education and therapy 
were conducted six times. As a result, seven out of nine children with autism spectrum disorder 
(ASD) showed multiple improvements in MEPA-R ratings in all areas of language, motor/sensory, and 
social skills. In regards to the other two children, the homeroom teacher's classroom records and 
daily life records showed that the children imitated the movements of their friends and beckoned 
their friends to join them, leading to an improvement in "nonverbal communication" ability which is 
a characteristic of ASD children. Thus, it is clear that movement education and therapy can support 
the social development of children with ASD.

研究分野：特別支援教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　DSM-5 では ASD の診断基準が変更し、支援方法に新しい流れの必要性が叫ばれている。
髙橋ら（2014）は社会性に関する内容として「相互の対人的-情緒的関係の欠落」とし、その支援として対人的
相互反応で非言語的コミュニケーション行動を用いることを述べている。また、近年 ASD 児の教育として、発
達検査の結果を踏まえた学習支援や問題行動に対するエビデンスにもとづく幾つかの方法がとられている。しか
し個別的な対応が多く、般化が困難となる場合がある。従ってASD 児の社会性を発達的な視点からとらえ、集団
での学びを重視しているムーブメント教育・療法の実践を行い、発達を促すための手がかりを検証したい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

(1) DSM-5 では、自閉スペクトラム症（autism spectrum disorder 以下 ASD）の診断基準が変

更し、支援方法に新しい流れの必要性が叫ばれている。髙橋ら（2014）は、社会性に関する内

容として、「相互の対人的-情緒的関係の欠落」の支援として、対人的相互反応で非言語的コミ

ュニケーション行動を用いることを述べている。また近年、ASD 児の教育として、発達検査の

結果を踏まえた学習支援や問題行動に対するエビデンスにもとづく幾つかの方法がとられてい

る。しかしこれらは個別的な対応が多く、他の場面で学習した成果を発揮することなど般化が

困難となる場合がある。これは ASD 児の特性に所以しているといえる。 

本研究では、ASD 児の社会性を発達的な視点からとらえ、教員の児童観察の視点を明らかに

したうえで授業実践を行い、実践にあたり授業実践のベースとしてムーブメント教育・療法に

着目した。この教育・療法を用いる根拠としては、特別支援学校学習指導要領体育の目標にも

関連している。ASD 児に求められる社会性と体育の目標とを照らし合わせ、これらの要素を含

み集団の学びを重視しているムーブメント教育・療法を取り入れた指導を試みたいと考えた。 

 

２．研究の目的 

(1) ムーブメント教育・療法の理論を用いて児童の行動変化を分析し、合わせて、支援してい

る教員の観察視点の変化を追うことにより、児童の発達を促すための教育の手がかりを、実践

の記録、教員の観察記録、アンケートを基に検証することである。 

 

３．研究の方法 

(1) 対象児童は、知的障害特別支援学校小学部児童 1，2 年生 ASD 児 9 名である。児童の実態

把握には、ムーブメント教育・療法の指導で使用されるアセスメントである小林（2005）の

MEPA-R（Movement Education and Therapy Program Assessment-Revised 以下 MEPA-R）を用い

る。このアセスメントは、行動を支える 3 分野 6 領域について、0 歳（0 ヶ月）から 6 歳（72

ヶ月）までの発達段階に応じて各項目を、達成（＋）、未達成（－）、芽生え（±）でチェック

し、その結果を MEPA-R プロフィール表で表す。そのプロフィール表を基に学習目標及び学習活

動を決定し、一定の期間授業実践を行った後、再度アセスメントのチェックを行い、MEPA-R プ

ロフィール表を作成する。この評定方法を用いることにより授業の PDCA サイクルの指標とす

る。 

 

(2) 教員による体育の授業や学校生活での観察記録と授業後のアンケートの記載内容により、

児童の授業での行動変化や日常生活での行動変化について記録を得た。 

尚、本研究は鳴門教育大学倫理審査委員会での承認を受け、対象となった児童、保護者には本

研究に関する説明を行い、同意が得られた児童を対象としている。 

 

 



４．研究結果 

(1) 第 1 回目の MEPA-R の結果と第 2 回目の

MEPA-R の結果を比較すると、第 2 回目の MEPA-R

評定では、9 名中 7 名の児童に複数の項目で、達

成（＋）や芽生え（±）の増加がみられた（表

1）。特に「言語」分野、「運動・感覚」分野に於

いて芽生えや達成が多く確認された。2 名につい

ては、MEPA-R 評定での変化はみられなかったが、

教員の観察記録に「休み時間に友だちのまねをす

る様子がみられた」ことや「友だちを手招きして

誘う行動がみられた」などが記録されており、動

きの模倣や身振りの理解・使用等、非言語的コミュニケーションに関する力の向上が記載され

ていた。このように、児童全員にムーブメント教育・療法を用いた体育での授業実践の影響が

見られた。 

 

(2) 教員のアンケートについては、樋口（2020）KH Coder の共起ネットワークを作成した。図

1 では、共通して見られる「活動」「友だち」「難しい」の他に、第１回目のアンケートでは、「見

る」「子ども」「模倣」「指示」が強い共起関係にある。第１回目の授業であり、児童も教員も授

業の目的達成に向け、力を注いでいたことが推察される。第 6 回では、「もう少し」「ペア」とい

う言葉の他、「マット」「太鼓」「パプリカ」「声」という言葉が記されていた。 

 

(3) この授業実践は、3 ヶ月間の指導の結果をまとめたものである。この間、体育の授業以外

にも児童は多くの学習を経験しており、児童の成長の全てがムーブメント教育・療法を用いた

結果であるとは言いがたい。しかしながら、MEPA-R プロフィール表や観察記録の記載でも明ら

かなように、この授業での成果は大きいと考える。 

 

(4)  MEPA-R プロフィール表によると、発達の変化が現れた児童が多かったものの、特に ASD

症状が顕著な 2 名の児童では変化が見られなかった。これは、短期間の実践であったことや、

児童の実態の違いが影響していると考えられる。しかし、観察記録では、この 2 名の児童の発

達の記録が記されていたことからも、全児童にムーブメント教育・療法による体育での活動の

影響が見られたことは明らかである。 

 

(5) MEPA-R の項目で芽生えや達成となった内容、教員の観察記録の中には、ASD の特性に関係

するものも多くみられた。「担任の声かけや指さしなしで友だちと一緒に活動ができる」「自分

から友だちの手を握り、歩くことができるようになった」「ペアになりたい友だちの横に行った

り、自分の名前を言ってペアになりたいことを主張したりする様子がみられた」「手招きをして

表 1 ASD 児の MEPA-R 項目に基づく 

第 2 回評定分野別達成スコア 

 児童 運動・感覚 言語 社会性 合計

A 2 0 2 4

B 1 1 0 2

C 1 1 3 5

D 0 8 0 8

E 0 0 0 0

F 0 0 0 0

G 3 3 0 6

H 4 2 2 8

I 4 2 2 8

計 15 17 9 41



誘う様子が見られた」「友だちへの意識を向けながら運ぶことができた」などが記録されてい

た。複数の児童において、模倣ができるようになったことや自分から相手に何かを伝えようと

行動する様子がみられた。 

 

(6) 是枝らは、ASD の運動模倣能力の弱さには中枢神経系の機能障害に起因することが示唆さ

れていることに加え、模倣スキルの学習に関しては、自閉症の心理行動特性（例えば、「さよな

ら」と手を振るなど、行為と感情の協調が不得意なこと等）を考え、各行為やジェスチャーの

意味を的確に伝えること、他者との関係性の促進にも配慮した支援の必要性を述べている。ム

ーブメント教育・療法の「楽しさ」は、ASD の能力の弱さである心理行動特性にも大きく働き

かけた。大勢で楽しく行う活動のなかにこそ、対象児童の活動の意欲を高め、自主的な動きを

導き出す力があると考える。児童の行動記録からは、仲間に対する興味が高まっていること

や、授業以外の場で、体育での活動が般化されていること等が複数の場面でみられた。ASD 児

の特徴である「相互の対人的－情緒的関係の欠落」「非言語的コミュニケーション行動の欠陥」

などを補う能力の開花がみられたと言っても過言ではない。これらの結果から、本実践で社会

性の発達がみられたことは注目されるところである。ASD が苦手とする「他者が何を考え、ど

んな期待や信念をもっているのかなどの理解に応じて行動し、思考する能力」への発達も期待

できる。 

 

(7) 今回は、体育での取組であったが、動きを学び、動きから学ぶ視点を活かしたムーブメン

ト教育・療法の指導は、自立活動や生活単元学習、国語、算数等の教科指導でも実践は可能で

あり、充分な成果を

期待することができ

る。このように楽し

く学ぶ授業は、児童

自らの自主性を育

み、その力は般化場

面でも発揮できるこ

とが明らかとなっ

た。 

 

（8） 共起ネット

ワーク（図 1）から

は、教員の児童への

観察力や発達への見

取りの示唆が表れて

いた。児童が授業に
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図 1  第１回と第６回の授業後教員アンケートの共起ネットワーク 



落ち着いて参加できるようになると、教員は、ムーブメント教育・療法による遊具など教材環

境の効果にも目を向けたり、児童の目標をさらに高みへと期待したりしながら指導しているこ

とが推察される。授業目標の達成が、児童の学習活動へのさらなる参加と教員の積極的な授業

指導向上との相乗効果を生じているのである。 

 

(8) 最終アンケートの内容では、複数の教員が「これまで授業の活動内容を考えるのが難しか

った。この実践のおかげでヒントをもらうことができた」ということを記載していた。子ども

の興味深い教材を使用することで、楽しい活動が実践できる可能性は高まるが、児童や教員の

満足度や、より高い成果を求めるのであれば、ムーブメント教育・療法の手続きを踏まえ、

MEPA-R の結果を反映した授業作りが必要不可欠である。今後、さらに実践を重ね、児童の社会

性の発達に支援できる具体的な教育を蓄積していきたい。 
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